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正 誤 表 

『公衆栄養学』〈ステップアップシリーズ〉第１版第１刷 

 

2021 年 9 月 化学同人 

下記の表に掲載の内容は，2刷にて修正させていただいております．1刷をご購入・お使

いいただいた方には，大変ご迷惑をおかけいたしますこと，お詫び申し上げます．誠に申し

訳ございません． 

 

訂正箇所 1刷 2刷 

1章，p.12，「2.9 少子・

高齢社会における健康増

進」，(1)少子社会における

課題 

～こども食堂など，子ども

の貧困問題に対する(略) 

～こども食堂など，子ども

が直面する問題に対する

(略) 

1章，p.12，コラム「こども

食堂」 

「 ～全国 に拡大 した．

2019(平成 31・令和 1)年 6月

の時点で，全国に 3700か所

あまりが存在する(略)」 

「 ～全 国に拡 大し た．

2020(令和 2)年 6 月の時点

で，全国に 4960か所あまり

が存在する(略)」 

1章，p.12，コラム「こども

食堂」 

～「こども食堂」とせずに

「ワクワク食堂」などとし

て 

～「こども食堂」とせずに

「ワクワク食堂」などとし

て，子どもへの食事提供の

みならず 

1章，p.12，コラム「こども

食堂」 

～地域のつながりの場とし

て活動しているケースも見

られる． 

～地域のつながりの場とし

て活動しているケースも見

られる．2020 年の新型コロ

ナウイルス感染症の拡大に

ともない，食事の提供を弁

当や食材等の配布(フード

パントリー)などの活動に

かえ，続けている食堂もあ

る． 

2章，p.16，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」 

～以下，国民健康・栄養調査

結果報告書(平成 29年)をも

とに(略) 

～以下，国民健康・栄養調査

結果報告書(令和元年)をも

とに(略) 
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訂正箇所 1刷 2刷 

2章，p.16，「1.1 エネル

ギー・栄養素摂取量」，(1)

エネルギー摂取量 

エネルギーの平均摂取量

は，20歳以上を年齢階級別

にみると平成 29年調査時

では(略) 

エネルギーの平均摂取量

は，20歳以上を年齢階級別

にみると令和元年調査時で

は(略) 

2章，p.16，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(1)エネ

ルギー摂取量 

図 2.2 正誤表 p.6を参照 

2章，p.16，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(1)たん

ぱく質摂取量 

図 2.3 正誤表 p.6を参照 

2章，p.17，「1.1 エネル

ギー・栄養素摂取量」，(3)

脂質摂取量 

～国民健康・栄養調査年次

結果(平成 29年)では(略) 

～国民健康・栄養調査年次

結果(令和元年)では(略) 

2章，p.18，「1.1 エネル

ギー・栄養素摂取量」，(4)

炭水化物摂取量 

図 2.4 正誤表 p.7を参照 

2章，p.18，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(5)鉄摂

取量 

～1975 年以降大きく減少

し，2017年には(略) 

～1975 年以降大きく減少

し，2019 年には(略) 

2章，p.18，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(6)食塩

摂取量 

～調査実施年(2017 年)まで

(略)2003 年以降～減少して

おり，国民健康・栄養調査結

果(平成 29 年)では男性

10.7g，女性 8.9gとなった． 

～調査実施年(2019 年)まで

(略)2003 年以降～減少して

おり，国民健康・栄養調査結

果 (令和元年 )では男性

10.5g，女性 9.0g となった． 

2章，p.19，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(5)鉄摂

取量 

図 2.5 正誤表 p.7を参照 

2章，p.19，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(6)食塩

摂取量 

図 2.6 正誤表 p.8を参照 

2章，p.19，「1.1 エネルギ

ー・栄養素摂取量」，(6)食塩

摂取量 

図 2.7 正誤表 p.8を参照 
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訂正箇所 1刷 2刷 

2章，p.21，「1.2 食品群

別摂取量」 

図 2.8 正誤表 p.8を参照 

2章，p.29，「3.3 フード

バランスシート」 

～原則として，日本食品標

準成分表 2015年版(七訂)

による． 

～原則として，日本食品標

準成分表 2020年版(八訂)

による． 

2章，p.30，「3.4 食料自

給率」 

日本の自給率は～平成 29

年度食料自給率についてで

は，(略)生産額ベースは

68％であった． 

日本の自給率は～令和元年

度食料自給率についてで

は，(略)生産額ベースは

66％であった． 

2章，p.30，「3.4 食料自給

率」 

表 2.2 正誤表 p.9を参照 

2章，p.30，「3.4 食料自給

率」，(2)総合自給率 

先進国と比べると，2013 年

ではカナダ 264％，オースト

ラリア 223％，アメリカ

130％，フランス 127％，ド

イツ 95％，イギリス 63％，

イタリア 60％となっており 

先進国と比べると，2017 年

ではカナダ 255％，オースト

ラリア 233％，アメリカ

131％，フランス 130％，ド

イツ 95％，イギリス 68％，

イタリア 59％となっており 

2章，p.30，「3.4 食料自給

率」，(2)総合自給率 

図 2.15 正誤表 p.9を参照 

3章，p.44，「1.1 健康づく

り施策と公衆栄養活動の役

割」，(4)3省合同 

表 3.2 正誤表 p.10を参照 

3章，p.53，「3.4 管理栄養

士・栄養士養成制度」 

～また，第 30回(2017年)の

合格状況をみると，管理栄

養 士 養 成 課 程 ( 新

卒)92.4％，管理栄養士養成

課程(既卒)18.4％，栄養士

養成課程(既卒)19.3％であ

った． 

～また，第 35回(2021年)の

合格状況をみると，管理栄

養 士 養 成 課 程 ( 新

卒)91.3％，管理栄養士養成

課程(既卒)19.1％，栄養士

養成課程(既卒)24.3％であ

った． 

3章，p.55，「4.2 調査の方

法・内容」，(1)調査対象 

平成 29年国民健康・栄養調

査では，平成 29年国民生活

基礎調査の～層化無作為抽

出された 300 単位区内の世

帯(約 5,100世帯)および 

令和元年国民健康・栄養調

査では，令和元年国民生活

基礎調査の～層化無作為抽

出された 300 単位区内の世

帯(約 4,500 世帯)および 
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訂正箇所 1刷 2刷 

3章，p.56，マージン「栄養

摂取状況調査」 

 URLの更新 

3章，p.57，「4.2 調査の

方法・内容」，(b)身体状況

調査 

⑥問診～〔服薬状況，糖尿

病といわれたことの有無，

(略)運動習慣(1日の運動日

数，平均運動時間～ 

問診～〔服薬状況，糖尿病

指摘の有無，(略)運動習慣

(1日の運動日数，運動を行

う日の平均運動時間～ 

3章，p.57，マージン「身

体状況調査」 

 URLの更新 

3章，p.58，マージン「生活

習慣調査」 

 URLの更新 

3章，p.58，マージン「結果

の概要」 

 URLの更新 

3章，p.57，「4.2 調査の方

法・内容」，(d)結果の公表 

～厚生労働省，平成 29年「国

民健康・栄養調査」の結果，

結果の概要(2018)を参照す

るとよい． 

～厚生労働省，令和元年「国

民健康・栄養調査」の結果，

結果の概要(2020)を参照す

るとよい． 

3章，p.60，「5.1 食生活指

針」，(3)妊産婦のための食

生活指針 

表 3.13 正誤表 p.10を参照 

3章，p.80，「6.3 食育推進

基本計画策定の目的・内容」 

表 3.22 正誤表 p.11を参照 

3章，p.81，「6.4 食育の推

進と地方食育推進計画」 

図 3.14 正誤表 p.12を参照 

4章，p.94～96，「3.1 24時

間思い出し法と食事記録

法」 

～目安量を重量に変換し

て，日本食品標準成分表

2015 年版(七訂)を用いて

(略)摂取した食品に日本食

品標準成分表(2015 年版)の

コードを～ 

～目安量を重量に変換し

て，日本食品標準成分表

2020 年版(八訂)を用いて

(略) 摂取した食品に日本

食品標準成分表(2020 年版)

のコードを～ 

4章，p.97，「3.3 食事摂取

量を反映する身体測定値・

生化学的指標」 

～対象者の記憶，日本食品

標準成分表 2015年版(七訂)

に依存しないという～ 

～対象者の記憶，日本食品

標準成分表 2020年版(八訂)

に依存しないという～ 
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訂正箇所 1刷 2刷 

4章，p.97，「3.4 陰膳

法」 

～長所は日本食品標準成分

表 2015年版(七訂)には収

載されていない～ 

～長所は日本食品標準成分

表 2020年版(八訂)には収

載されていない～ 

4章，p.98，「4.1 総エネ

ルギー調整栄養素摂取量」 

(2)総エネルギー摂取量 (2)残差法 

4章，p.99，「4.1 総エネ

ルギー調整栄養素摂取

量」，(2)総エネルギー摂取

量，枠内の例 

(略)Aさんのエネルギー調

整した脂質の摂取量はいく

つになるか，残差法で求め

てみよう． 

(略)Aさんのエネルギー調

整した脂質の摂取量は何 g

になるか，残差法で求めて

みよう． 

4章，p.105，「5.2 食品・栄

養素摂取(曝露)と疾患の関

連性の指標」 

【相対危険の求め方】 【寄与危険の求め方】 

6 章，p.136，「1.1 健康づ

くり」 

表 6.1 正誤表 p.12を参照 
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図表一覧 
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図 2.4 

 

 

図 2.5 
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図 2.6 
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図 2.8 
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表 2.2 

 

 

図 2.15 
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表 3.2 

 

 

表 3.13 
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表 3.22 
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図 3.14 
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